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全国安全週間は、労働災害を防止するため
に産業界での自主的な活動の推進と職場での
安全に対する意識を高め、安全を維持する活
動の定着を目的に、昭和３年から一度も中断
することなく続けられ、今年で98回目を迎
えます。

令和６年の当署管内の休業４日以上の労働
災害はコロナを除いて395件と増加傾向にあ
り、死亡災害が３件発生してしまいました。

今年度は第14次労働災害防止計画の３年
目となります。労働者が安全で安心して働く
ことができる職場環境を築くために、労使双

令和７年度

方が労働災害防止のための基本ルールを徹
底し、労使一丸となった取り組みが求められ
ます。

このような背景等を踏まえ、本年度は、
「多様な仲間と　築く安全　未来の職場」

をスローガンに全国安全週間が展開され
ます。

この安全週間を契機として労働災害防止
の重要性について認識をさらに深めていた
だき、引き続き職場における自主的安全管
理活動の定着が図られますようお願いいた
します。

第98回全国安
全週間小田原地
区 推 進 大 会 が、
６月６日に開催
されました。冒
頭、小田原労働
基準監督署の本間署長より、全国の労働災害
による死亡者数は減少傾向だが、今年に入
り小田原管内では既に３件発生していると
の報告があり、小田原労働基準監督署の安
全衛生課磯﨑課長からも詳細の発生状況の
説明をして頂きました。続いて小田原支部
安全部会の椙﨑様より、転倒災害防止につ

いてのアンケー
トからの分析結
果の報告をして
頂きました。特
別 講 演 で は「 職
場における熱中

症予防」と題し、中央労働災害防止協会　健
康快適推進部の砂田真弓様よりお話を頂き
ました。その中で65歳以上は若い人の約３
倍の死傷者数との説明があり、又死亡災害
の傾向として殆どが初期症状の放置・対応
の遅れによるもので、今回の規制改正の狙
いは早期発見・重篤防止とし、具体的には
報告体制の整備・実施手順の作成・関係労
働者への周知と
なります。講演
の中では熱中症
対策として簡単
なストレッチ体
操なども体験さ
せて頂きました。

今回の推進大会に参加し、改めて安全第
一でしっかり安全活動を進めて参ります。

（南開工業株式会社　河野　誠）

cc第98回全国安全週間cc

小田原地区推進大会に参加して
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小田原労働基準監督署からのお知らせ

～熱中症対策の強化について、労働安全衛生規則が改正されました～

近年、熱中症による死亡労働災害が多く発生しており、そのほとんどが、「初期症状の放

置・対応の遅れ」が要因とされています。そのため、労働安全衛生規則の改正により、熱中

症のおそれがある労働者を早期に見つけ、迅速・適切に対処することにより、現場における

重篤化を防止するため、「体制整備」、「手順作成」、「関係者への周知」が事業者に義務付

けされました。

また並行して、熱中症の予防対策として、「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」に

基づき、暑さ指数の把握と評価、測定した暑さ指数に応じた各種予防対策についても、引

き続き対応をよろしくお願いします。

神奈川労働局では、熱中症による死亡災害ゼロを重点目標として、各現場で働く方々の

意識向上を図るため「Cool work KANAGAWA Ｍｉｓｓｉｏｎ ＺＥＲＯ」のロゴマークを作成して

います。そのほか神奈川労働局のホームページ

では熱中症関連資料についても見ることができ

ます。熱中症対策の資料としてご活用ください。
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労働災害発生状況 

令和６年発生の労働災害統計は令
和７年５月 30 日付けで厚生労働省
の報道発表により確定しました。 
これは、令和６年１月１日から令

和６年 12 月 31 日までに発生した休
業４日以上の労働災害に基づき提出
された労働者死傷病報告（様式第 23
号）の受理件数について、統計を作成
するに当たっての締切日を設け、統
計数値として確定を行ったもので
す。 
当署管内における令和 6 年の新型

コロナウイルス感染症のり患による
ものを除いた労働災害による死傷者
数は 395 人と前年（384 人）に対し
て 11 人(＋2.9％)の増加となり、死
亡者数は３人となっています。 
また、令和７年５月末現在におい

ては、労働災害による死傷者数は 98
人と前年同期（114 人）に対して 16
人（－14%）の減少に留まっています
が、死亡災害が 1件発生しています。 
各事業場におかれましては、より

一層の労働災害防止への取り組みを
お願いします。 
 

 新たに着任した職員からの挨拶





 
 ４月１日付けで神奈川労働局総務部から異動となりました石井と申します。小田原労働基準監
督署は３度目の勤務となります。現場勤務は２年ぶりとなりますが、前任者同様よろしくお願い
いたします。 
昨年の夏は、全国で 35℃を超える猛暑日が過去最多を記録しました。私自身も水分・塩分補
給に気を付けながら日々過ごしております。今季も高温傾向が予想されますので熱中症対策につ
きまして、引き続きご協力をお願いいたします。 
労働災害ゼロを目指し、地域の皆さま、関係機関の皆さまと連携しながら、働く方々が安心し

て働ける職場づくりに微力ながら努めてまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
                     小田原労働基準監督署 監督課長 石井 俊安 



第 202 号

− 5−

小 田 原 支 部 だ よ り

ZZZZZZZZZZ新規加入会員事業場紹介 ZZZZZZZZZZ
☆事業場名　三國リビングサービス株式会社
☆所 在 地　神奈川県小田原市久野２４８０番地
☆代表者名　代表取締役社長　實方 康人
☆設　　立　1984年３月12日
☆従業員数　63名
☆ 事業内容　グループ会社内での給食業務並

びに売店運営、警備業務及び植栽管理等、
商品及びサービスの提供のほか、開成町に
て書店を経営。

現在、少子高齢化により就労者の高齢化が進む中、労働災害は増加に転じているのはご存知の
ことと思います。更に、協会活動を支える会員も以下のグラフに示すように減少の一途をたどっ
ています。
小田原支部ではこの会員減少に歯

止めを掛け、労働災害防止活動の浸
透を図ることを重点課題に掲げ、こ
の数年間、労務部会の特命課題とし
て具体的施策を展開してきました。
その結果、2018年以降反転し、上

昇に転じました。しかし、毎年入退
会の変動は大きく、「協会活動の理解
と浸透」を図る活動は継続すべきと考
えています。

引き続き、皆様が「入会して良かった」と感じるサービスを追求し提案していきます。
（労務部会メンバー一同）

労務部会活動について～会員拡大活動～

これまでの活動
１．勧誘活動の役割組織化
　 （労務部会⇔役員会）
２．勧誘候補の見える化
　 （アンケート実施）
３．勧誘計画立案と進捗確認
　 （役員会の活用）

今後の会員拡大活動を検討する部会メンバー
１．支部会員数　目標300社
２．勧誘計画の見直し
３．会員の価値・魅力の創出
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① 株式会社あしがら印刷
大川 耕作 様

　操業以来印刷業を営み、
2,000 年の株式会社化以降も、安全装置を
装備した設備にて無災害を継続しています。

単身赴任13年目です。健康のためウォーキングをし
ています。最初は近くの酒匂川サイクルロードコースか
ら歩き始めました。土手沿い歩きで毎回実感するの
は、小田原は酒匂川が流れる足柄平野を西の曽我丘
陵、北の松田山の山系、西の箱根山の外輪山に囲まれ
ているなということです。

だんだん飽きてくるので、コースに変化をつけるた
め、方向を変えたり坂を登ったりしていました。最近は

さらに地図を見て住
宅地を歩いてます。
住宅、庭、塀、駐車
車両などいろいろな
変化に出会うのは面
白いです。また、思わ
ぬところで抜け道の
歩道を見つけたときは楽しいです。

この次は公共交通機関を使ってスタートする場所を
変えることになりそうです。安全に楽しくウォーキング
を続けていきたいと思います。（広報部会  香川  和彦)

WWWWWWWWWWWWWWWWWWW

小田原地区安全功労者表彰令和７年度

■表彰者の選考について
　この功労者表彰賞は、３年以上無災害の事業場を要件として会員事業場より推薦募集し
審議・決定されるものです。今回の２社は、以下の実績／取り組みも評価されました。

＊　フルハーネス型墜落制止用器具特別教育
　・８月 20 日（水） 青色会館
＊　危険体感講習会
　・８月 22 日（金） 富士フイルム研修センター
＊　騒音障害防止管理者研修
　・８月 26 日（火） 青色会館
＊　保護具着用管理責任者選任時研修
　・９月１日（月） 青色会館
＊　普通救命救急 I
　・９月８日（月） 青色会館
＊　安全衛生推進者養成講習会
　・９月 25 日（木）､ 26 日（金） 青色会館

＊　玉掛けの業務に係る特別教育
　・７月 23 日（水） 青色会館
＊　 テールゲートリフターの操作の業務に係る特別

教育
　・７月 25 日（金） 小田原ガス
＊　リスクアセスメント研修会
　　～自律的な化学物質管理導入に向け～
　・７月 29 日（火） 青色会館
＊　 研削といし（自由研削用）の取り替え等の業務

に係る特別教育
　・７月 31 日（木） 青色会館
＊　熱中症予防管理者研修
　・８月４日（月） 青色会館
＊　職長教育
　・８月６日（水）､ ７日（木） 青色会館

事務局長　鎌田　光郎　
暑い夏がやってきました。熱中症への備えは万全でしょうか。令和７年度の新規講習は「熱中症予防管理者

研修」と「騒音障害防止管理者研修」の２講座です。どちらも正しい理解と予防措置が被災防止の決め手にな
ります。リスクが懸念される事業場は受講をお薦めします。

＜７月中旬～９月開催講習会＞

事務局だより

酒匂川サイクルロード 報徳橋より松田山を望む

② 東雄技研 株式会社
露木 由紀 様

　日々安全に対する努力を惜
しまず製造工程を見つめ続け、その業務姿勢
が安全衛生意識の高揚につながり、無災害記
録の延長・更新の原動力になっています。


